
 

 

 

 
  

修了式 代表児童の発表【概要】 
修了式では、分校児童を含む全ての学年代表児童が一年間の振り返り等をしました。発表内

容の概要をお知らせします。全ての発表から「気づく力」「考える力」「協働（行動）する力」
を具現化できている姿が伝わってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年間ありがとうございました 
本年度は創立150周年の節目の年でもあ

り、地域の皆様、保護者の皆様から多大なるご
支援とご協力を賜りました。記念式典や関連行
事を通して、改めて黒肥地小学校が地域の歴史
とともに歩んできた重み、そして未来へつなぐ
責任を感じる一年となりました。 

 
 

子どもたちは、多くの行事や学習活動を通して「気づく力」「考
える力」「協働（行動）する力」を育み、一人一人が確かな成長を
遂げています。これも、温かく見守り、支えてくださった皆様の
おかげです。 

一年間、黒肥地小学校の教育活動への深いご理解とご協力に心
より感謝申し上げます。来年度も、子どもたちが安心して学び、
笑顔で過ごせる学校づくりに職員一同努めてまいります。今後と
もどうぞよろしくお願いいたします。   150 周年記念植樹→ 

令和７年度 黒肥地小学校    

学校だより 
 

Ｒ8.３．2３ 

第 1３号  

文責 井口 秀明 

あ 当たり前のことを びっくりするほど ちゃんとやる 

り 凜とした（立派な）あいさつ・返事ができる 

が 学習を つくる 

と 友達や 命を 大切にする 

う 動く 

 着替えや授業の準備の取りかかりを早くして、
持久走では、一番に着替えて友達よりがんばっ
た。本番では一位になれて自信になった。授業で
はミニミニ先生として友達をサポートするのが嬉
しい。大勢の人の前で発表することは、緊張して
恥ずかしいから絶対したくないと思っていたが、
格好いい２年生になるためにがんばった。挑戦し
たことを大切にしたい。（１年：う） 

 学習発表会では、みんなの前で凜とした大きな
声を出した。みんなで学習したことからクイズを
つくった。みんなと心を合わせて気持ちよく歌の
発表もできた。みんな心がポカポカになった。３
年生になったら自分から進んで動いて、凜とした
声で発表や返事をしたい。（２年：が う り） 

 凜とした挨拶・返事を心がけたので「挨拶名人」
にも選ばれた。今でもがんばって続けている。4
年生では、新しいことや難しいことにもチャレン
ジしたい。（３年：り） 

 分校では一人学びをがんばって、本校での交流
学習では何回も手を挙げて発表できるようにな
った。学習発表会も多くの人の前で大きな声で発
表できた。友達と仲良く過ごして、多くの行事を
成功させた。自分の命を守るために安全な生活
を送った。（分校３年：が と） 

 「当たり前のことを、びっくりするほど、ちゃ
んとやる」ことをがんばった。5 年生では外
国語に一生懸命に取り組むことと、学校生活
では、下級生のお手本になるように一生懸命
がんばりたい。（４年：あ が） 

 学校内でしかできていなかった挨拶が 6
年生の「学校の外でも挨拶をする姿」を見て
真似ることができた。最初は緊張したが次第
に慣れて大きな声が出るようになった。挨拶
をすると一日が気持ちよくなることに気づい
た。6 年生では、トイレのスリッパ並べを意識
する。学校生活でも役割が増えて忙しくなる
し、勉強も難しくなるので、自分のやり方を工
夫してがんばりたい。（５年：り あ が） 

 修学旅行の自主行動の計画を班のみんなと
決めた。授業では各グループの学習リーダー
が中心となり、自分たちで学習を進めた。4
月に比べて反応や質問・意見を返すことが多
くなった。人権学習や集会を通して友達や命
の大切さについて自分事として振り返りなが
ら考えた。この一年間、自分たちだけで計画
や準備をする経験を多くしてきた。意見が合
わないときもあったが、その度にみんなと話
し合って解決する力が付いた。（６年：が と） 


